
ユーザビリティとユーザーエクスペリエンス、
いかに向き合っていくか
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ユーザーエクスペリエンス / UX (User Experience):
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ソフトウェアからサービスに変化
ユーザビリティもUXの要素のひとつ
UXの検証は、まずユーザビリティの検証
UXで経営的課題に踏み込むことが可能
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